
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

0 0

0 0 0 0 0

繰越予算額 0 0 0 0

人件費
正規職員(7,321千円/人) 臨時職員(2,125千円/人) 総人件費 総事業費

1.0 0.0 7,321 11,120

3,799 0 3,799

繰越額 0 0 0 0 0 0

4,780

全体予算額 0 0 0 4,780 0 4,780

補正予算額 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成30年度

当初予算額 0 0 0 4,780 0

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 0 0 0

％

今年度の進捗状況 ほぼ計画どおり 事業全体の進捗状況 計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 88.9 － － －

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

活動（イベント等）開催件数 9 8 － － － 件

2

単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 活動（イベント）開催参加人数 27,270 32,639 18,000 18,000 18,000 人

指標名 29年度実績 30年度実績 元年度目標 2年度目標 3年度目標

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

30年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　鳴門市自治振興連合会、鳴門商工会議所、鳴門教育大学等から構成される「鳴門
ウチノ海総合公園を育てる会」と連携を図り、子ども達の主体的な体験学習や親子の
ふれあいの場を提供するイベントを積極的に行った。

事業実施手法

3年度 単位

活動（イベント等）開催件数 9 9 9 9 9 件

事業
計画

30年度に何を
計画していたか

・Ｕ－１０フットサル大会　　・児童画作品コンクール　・ウチノ海総合公園季節イベント
・ウチノ海総合公園まつり　・キッズサッカー　　　　　　・パークセンターギャラリー
・ひなまつり　　　　　　　　　・端午の節句　　　　　　　　・婚活イベント

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 29年度 30年度 元年度 2年度

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

　市民（子どもを主とする）

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

　子どもの主体的な体験学習活動を支援する機会や親子のふれあいの場を提供し、
利用者の拡大を図る。

年度
　　　(小項目) 公園・緑地

施策 2 緑の保全と創出 終
期基本事業 1

政策(中項目) 3 身近に自然を体感できるまち　なると

事業
期間

開
始

15

公園の整備

総合計画体系 根拠法令
計画など

徳島県鳴門ウチノ海総合公園・徳島県鳴
門総合運動公園の管理運営に関する基
本協定・年度協定基本政策(大項目) 3 しっかり安心・快適住み良いまちづくり

92

事務事業名 鳴門ウチノ海総合公園活用推進事業
担当
部署

経済建設部　公園緑地課

令和元年度事務事業評価シート（平成30年度実績）

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

3

③総合的な評価 B 　利用の拡大に努めることができ、概ね目標を達成
できＢ評価としたい。

実施内容

Ｒ1年度

・Ｕ－１０フットサル大会　　・児童画作品コンクール　・ウチノ海総合公園季節イベント
・ウチノ海総合公園まつり　・キッズサッカー　　　　　　・パークセンターギャラリー
・ひなまつり　　　　　　　　　・端午の節句　　　　　　　　・婚活イベント

Ｒ2年度

・Ｕ－１０フットサル大会　　・児童画作品コンクール　・ウチノ海総合公園季節イベント
・ウチノ海総合公園まつり　・キッズサッカー　　　　　　・パークセンターギャラリー
・ひなまつり　　　　　　　　　・端午の節句　　　　　　　　・婚活イベント

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充

課題

　鳴門ウチノ海総合公園の活用を推進するためには、利用者ニーズへの適切な対応が公園の利用増につながる
ため、モニタリングを通じて利用者ニーズの把握・分析を行うとともに、平成１５年１０月に公園の利用促進を図るた
めに設立した「鳴門ウチノ海総合公園を育てる会」の意見も聞きながら、業務改善や新たな企画を立案していくこと
が不可欠である。
　また、イベントを開催するにあたり、事故やけがをしないように十分に注意をはらうと共に、公園施設の日常点検
等を実施して、安全管理の強化に努め、事故防止を徹底することが重要である。

②成果に対
する評価

指標名 活動（イベント等）開催件数

　子ども達の主体的な体験活動や親子の交流の場
を提供するイベントが実施できた。

目標 9 件

実績 8 件

評価 B:概ね目標を達成できた

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
　季節イベントである「わくわく夏パーク」が快晴に恵
まれ多くの来場者が訪れ「にぎわい」を創出できた。

効率性 B:概ね効率的だった
　「鳴門ウチノ海総合公園を育てる会」との連携によ
り事業内容の充実が図れた。

総事業費 10,984 11,120 12,198 12,198 -

人件費 7,234 7,321 7,321 7,321 -

3,799 4,877 4,877 未定

うち一般財源 0 0 0 0 -

【事務事業名：鳴門ウチノ海総合公園活用推進事業】

事業費推移

年　　度 29年度決算 30年度決算 元年度 2年度 3年度

事業費 3,750


